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会
　
　
告

　
去
る
六
月
十
九
臼
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
史

学
研
究
会
理
事
・
評
議
員
会
に
お
き
ま
し
て

左
記
の
事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
め

　
　
　
　
　
記

一、

ｽ
成
二
十
五
年
度
決
算
報
告

一、

ｽ
成
二
十
六
度
予
算
案

一
、
役
員
の
交
替

1
、
退
任

　
　
理
事
長
　
上
原
真
人
（
↓
理
事
）

　
　
常
務
理
事
　
井
谷
鋼
造
（
↓
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
米
家
泰
作
（
↓
評
議
員
）

　
　
理
　
　
事
　
永
井
　
和
（
↓
理
事
長
）

　
　
評
議
員
　
渡
辺
信
一
郎
、
梶
川
伸
一

　
　
　
　
　
　
　
辻
正
博
（
↓
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
石
川
禎
浩
（
↓
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
久
保
　
之
（
↓
常
務
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
上
島
　
享
（
↓
常
務
理
事
）

　
　
編
集
委
員
　
黒
岩
康
博
、
田
中
祐
介

　
　
　
　
　
　
　
南
雲
泰
輔

　
　
庶
務
委
員
　
本
庄
総
子
、
鈴
木
健
雄

　
　
　
　
　
　
　
妹
尾
裕
介
、
横
大
路
綾
子

2
、

新
任理

事
長

常
務
理
事

理
　
　
事

評
議
員

編
集
委
員

庶
務
委
員

永
井
和
（
↑
理
事
）

久
保
一
之
（
↑
評
議
員
）

上
島
　
享
（
↑
評
議
員
）

上
原
真
人
（
↑
理
事
長
）

井
谷
鋼
造
（
↑
常
務
理
事
）

辻
　
正
博
（
↑
評
議
員
）

石
川
禎
浩
（
↑
評
議
員
）

米
家
泰
作
（
↑
常
務
理
事
）

岡
本
隆
司
、
中
野
耕
太
郎

岸
本
廣
大
、
塩
野
鋳
信
也

中
川
未
来

石
津
裕
之
、
小
川
　
伸

都
留
俊
太
郎
、
山
本
亮

　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
…
四
年
二
月
二
〇
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
一
四
年
三
月
二
四
日
）

日
本
学
刊
｝
〉
℃
＞
Z
蝕
し
。
切
ω
6
¢
O
H
両
ω
（
中
国
社

　
会
科
学
院
日
本
研
究
所
中
華
日
本
学
会
）
二
〇

　
一
四
．
　
一

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
五
－
六
・
六
六

　
－
一

奈
良
史
学
（
奈
良
大
学
史
学
会
）
讐
＝

信
濃
（
信
濃
史
学
ム
瓜
）
　
ぬ
ハ
⊥
バ
ー
二
↓
二

日
本
史
研
究
（
日
本
史
研
究
会
）
六
一
八
・
六
一

　
九

肖
口
番
憩
ず
士
院
紀
要
（
ロ
ロ
本
學
士
院
）
　
よ
ハ
八
－
二

社
会
経
済
史
学
（
社
会
経
済
史
学
会
）
七
九
一
四

文
化
（
東
北
大
学
文
学
会
）
七
七
－
一
・
二

京
都
橘
大
学
研
究
紀
要
（
京
都
橘
大
学
）
四
〇

鴨
台
史
学
（
大
正
大
学
史
學
會
）
＝
一

寧
楽
史
苑
（
奈
良
女
子
大
学
史
学
会
）
五
九

史
泉
（
関
西
大
学
史
学
・
地
理
学
会
）
一
一
九

立
命
館
法
學
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
五
～

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
八
四
二

日
本
歴
史
（
日
本
歴
史
学
会
）
七
九
〇

鹿
児
島
経
済
論
集
（
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

　
学
会
）
五
四
一
～
～
四
合
併
号

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
七
七

国
家
學
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
　
～
二
七
一

　
一
・
二

中
山
大
学
学
報
　
社
会
科
学
版
（
中
山
大
学
学
報

　
編
…
焦
糊
置
）
　
五
～
ニ
ー
四
・
甲
五
・
山
ハ

福
島
大
学
人
間
発
達
文
化
学
類
論
集
（
福
島
大
学

　
人
聞
発
達
文
化
学
類
）
一
七
・
一
八

東
洋
史
研
究
（
東
洋
史
研
究
会
）
七
二
…
四

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
三
四

史
創
（
薬
療
研
究
会
）
四
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史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
｝
二
三
一
二
・
三

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
八
○
・
一
八
五

斯
道
文
庫
論
集
（
斯
道
文
庫
）
四
八

待
兼
山
論
叢
　
文
化
動
態
論
篇
（
大
阪
大
学
大
学

　
院
文
学
研
究
科
）
四
七

東
洋
學
文
献
繋
目
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

　
附
属
漢
学
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
＝
年

　
度

史
窓
（
京
都
女
子
大
学
史
学
会
）
七
一

帝
京
史
学
（
帝
京
大
学
文
学
部
史
学
科
）
二
九

埋
蔵
文
化
財
調
査
年
報
－
国
庫
補
助
事
業
対
象
分

　
1
（
太
子
町
教
育
委
員
会
）
平
成
二
二
年
度
・

　
平
成
二
四
年
度

日
本
常
民
文
化
紀
要
（
成
城
大
学
大
学
院
文
学
研

　
究
科
）
三
〇

専
修
史
学
（
専
修
大
学
歴
史
学
会
）
五
五

立
命
館
平
和
研
究
－
立
命
館
大
学
国
際
平
和
ミ

　
ュ
ー
ジ
ア
ム
紀
要
1
（
立
命
館
国
際
平
和
ミ

　
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
｝
五

立
命
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
よ
り
（
立
命

　
館
国
際
平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）
二
　
1
三

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
（
広
島
大
学

　
大
学
院
文
学
研
究
科
）
七
三

日
本
学
研
究
（
金
沢
工
業
大
学
日
本
学
研
究
所
）

　
一
六

立
命
館
産
業
社
会
論
集
（
立
命
館
産
業
社
会
学

　
会
）
四
九
－
四

成
大
歴
史
學
報
（
國
立
成
功
大
學
歴
史
母
系
）
四

　
五

社
会
学
年
誌
（
早
稲
田
社
会
学
会
）
五
五

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
三
五

史
学
（
京
都
教
育
大
学
歴
史
・
地
理
学
研
究
会
）

　
一
八
・
一
九

龍
谷
大
学
経
済
学
論
集
（
龍
谷
大
学
経
済
学
会
）

　
五
三
i
一
・
二

関
西
学
院
史
学
（
関
西
学
院
大
学
史
学
会
）
四
一

日
本
歴
史
（
B
本
歴
史
学
会
）
七
九
一

立
命
館
法
學
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
五
二

愛
大
鵬
学
一
日
本
史
・
世
界
史
・
地
理
学
1

　
（
愛
知
大
学
文
学
部
人
文
社
会
学
科
歴
史
・
地

　
理
学
コ
ー
ス
）
二
三

　
　
編
集
後
記

　
九
七
巻
四
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
号
は
論
説

三
本
、
史
料
紹
介
一
本
、
書
評
二
本
と
読
み
応
え

の
あ
る
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
て
、
今
年
の
夏
は
大
雨
の
被
害
が
多
く
報
道

さ
れ
ま
し
た
。
私
も
高
知
に
出
張
し
た
際
に
記
録

的
な
豪
雨
と
な
り
、
滞
在
申
は
常
に
携
帯
電
話
の

警
報
が
鳴
り
響
い
て
い
ま
し
た
。
本
誌
で
も
昨
年

の
特
集
号
で
「
災
害
」
が
テ
ー
マ
に
な
り
ま
し
た

が
、
自
然
現
象
や
災
害
に
対
す
る
研
究
者
の
反
応

は
大
き
な
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
人
文
科
学
に

帯
す
る
風
当
た
り
が
益
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
う
し
た
中
で
歴
史
学
の
研
究
者
と
し
て
で

き
る
こ
と
は
何
か
、
あ
ら
た
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ

た
夏
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
藤
井
翔
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
葺
6
　
＼
＼
≦
≦
毛
面
『
凝
接
艮
2
貯
《
畠
鈴
壱
＼
ぎ
α
①
×
謡
§
一

二。。

O
三
三
三
翻
定
鍾
、
二
〇
〇
円

　
史
林
第
九
七
巻
第
四
号
（
通
巻
第
五
〇
六
号
）

　
　
　
京
都
市
左
京
区
回
田
本
町
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
麗
A
轡
・
蓋
）
七
五
三
⊥
モ
八
七

発
行
人

印
刷
所

鍾愛
印＿　○学
　み
刷響永δ
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史
学
研
究
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

　
左
記
の
と
お
り
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
　
日
　
時
　
平
成
二
十
六
年
十
一
月
二
日
（
日
）
午
後
一
時
半
よ
り

　
　
場
　
所
　
京
都
大
学
文
学
部
　
新
館
　
第
3
講
義
室

　
　
公
開
講
演

　
　
　
「
洛
中
洛
外
図
屏
風
を
め
ぐ
る
い
く
つ
か
の
論
点
一
中
世
か
ら
近
世
へ
　
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
島
　
道
裕
氏
（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
）

　
　
　
「
海
の
植
物
園
i
セ
ン
ト
・
ヘ
レ
ナ
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
、
マ
ド
ラ
ス
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
島
　
昭
夫
氏
（
京
都
大
学
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
学
研
究
会
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